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2024年 1月 6日 

日本建築学会北陸支部 

 

令和 6年能登半島地震における地震被害調査（速報） 

内灘町、かほく市、宝達志水町の建物被害初動調査 

 

1. 調査目的 

内灘町、かほく市、宝達志水町における建築物を中心に被害状況を把握する 

2. 調査者 

西村 督（金沢工業大学）、須田 達（金沢工業大学） 

3. 調査範囲 

内灘町粟崎、旭ヶ丘、鶴ヶ丘 2丁目―＜県道 8号＞―宮坂、西荒屋 

＜県道 8号＞－かほく市大崎、内日角北―＜県道 8号＞―内高松、長塚町 

＜国道 249＞―宝達志水町新保―＜県道 29号＞―子浦―＜国道 159号＞―金沢方面へ 

4. 調査結果 

【内灘町】 

主に鶴ヶ丘（p2～）、粟崎・旭ヶ丘（p10～）、宮坂、西荒屋地区（p23～）の被害を概観。 

地盤変状、液状化による被害が特徴的。 

粟崎と西荒屋地区は甚大な被害。 

 

【かほく市】 

主に市役所（p54～）、大崎・内日角（p56～）、長柄町・内高松地区（p64～）を調査。 

市役所、大崎・内日角地区は地盤変状による被害 

長柄町・内高松地区は地割れ被害を 1箇所確認するが、その他に被害を確認出来ず。 

 

【宝達志水町】主に内灘～新保・子浦間の国道 249（p65）、子浦地区（p68～）を調査。 

国道沿いの著しく劣化した建物 2 棟で、それぞれ外壁の落下、建物の傾斜を確認。また屋根

瓦のズレを数棟、道路のひび割れを数カ所で確認 

子浦地区の数棟の建物において屋根瓦ズレ、外壁仕上げ材の損傷を確認。 
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内灘町 鶴ヶ丘 2丁目 
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内灘町 粟崎、旭ヶ丘 
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擁壁の被害 
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特に被害見られず 
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倒れていない 



 

16 

 



 

17 

 



 

18 

 



 

19 

 



 

20 

 



 

21 

 



 

22 

 

 

 



 

23 

 

内灘町 宮坂・西荒屋 
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かほく市 市役所 
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かほく市 大崎・内日角 
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かほく市 長柄町・内高松 
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宝達志水町 国道 249沿い 

傾斜した建物 
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宝達志水 子浦 

瓦ズレ 

瓦ズレ 
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瓦ズレ 

鳥居の飾りの落下 
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外壁に損傷 
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小学校被害無し 

瓦ズレ 
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瓦被害 

瓦被害 
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5. まとめ 

写真による報告のみ 

以 上 

 


